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ま
ず
、
図
表
１
の
「
対
面
研
修
」
と

「
エ
ド
テ
ッ
ク
を
活
用
し
た
学
習
」
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
確
認
し
た

う
え
で
、
エ
ド
テ
ッ
ク
を
活
用
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

き
ま
す
。

⑴
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
は
、
主
に
次
の

形
式
が
あ
り
ま
す
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
講
義

（
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
）

②
教
育
動
画
に
よ
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

③
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
意
見
交
換
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

④
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
た
テ

キ
ス
ト
学
習
・
テ
ス
ト

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
と
動
画
を
受
信
す
る
端
末
が

あ
れ
ば
、
簡
単
に
利
用
で
き
、
場
所
の

確
保
や
交
通
費
、
移
動
時
間
も
不
要
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
い
く
つ
か
の
学
習

形
式
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ

ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
方
法
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
対
面
研
修
×
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」「
対
面
研
修
×
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
」と
い
っ
た
も
の
が
代
表
例
で
す
。

エ
ド
テ
ッ
ク
の

概
要

　

最
近
、
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
で
、
ク
ロ
ス
テ

ッ
ク
（X

-T
ech

）
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
と
は
、
業
界
・
ビ
ジ

ネ
ス
と
、
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
掛

け
合
わ
せ
て
実
現
す
る
、
新
し
い
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
取
組
み
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

　

具
体
例
と
し
て
、「
金
融
×
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（FinT

ech

）

や
「
農
業
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
ア
グ

リ
テ
ッ
ク
（A

griT
ech

）
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
な
か
の
１
つ
で
あ
る
エ
ド
テ

ッ
ク
（EdT

ech

）
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
、
普
及
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ド
テ
ッ
ク
（EdT

ech

）
は
、「
教

育
（Education

」
と
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
（T

echnology

）」
を
掛
け
合
わ
せ

た
造
語
で
、
教
育
業
界
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
力
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、
学
習

の
あ
り
方
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
エ
ド
テ
ッ
ク
の

市
場
規
模
は
着
実
に
拡
大
し
て
お
り
、

野
村
総
合
研
究
所
で
は
、
エ
ド
テ
ッ
ク

の
市
場
規
模
が
、
２
０
２
３
年
に
約
３

０
０
０
億
円
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
エ
ド
テ
ッ
ク
が
注
目
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
学
校
教
育

の
分
野
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
校

時
に
エ
ド
テ
ッ
ク
が
広
ま
っ
た
こ
と

で
、「
一
斉
授
業
の
限
界
」「
教
員
の
負

担
増
」「
家
計
や
地
域
に
よ
る
教
育
格
差
」

と
い
っ
た
学
校
教
育
の
課
題
が
解
決
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
企
業
に
お
い
て
も
同
様

で
、「
階
層
に
よ
る
統
一
的
な
研
修
が

困
難
」「
多
く
の
業
務
を
行
な
う
人
事

部
の
負
担
増
」「
企
業
規
模
な
ど
に
よ

る
教
育
格
差
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
不

足
」
と
い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
エ
ド
テ
ッ
ク
を
活
用
す
る
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
。

エ
ド
テ
ッ
ク
で

何
が
で
き
る
の
か

　

エ
ド
テ
ッ
ク
に
で
き
る
こ
と
は
、
次

の
３
つ
で
す
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

②
学
習
管
理

③
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

新型コロナウイルスの影響により、教育環境でもデジタ
ル化が進みました。そのなかで、エドテックという言葉
を見聞きする機会が増えました。エドテックのあらまし
と社員教育への活用ポイントを解説します。

社員教育に役立つ

「エドテック」
とは

どういうものか

谷 田 良 純株式会社ＪＢＭコンサルタント
代表取締役社長
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こ
の
よ
う
な
学
習
管
理
も
、
エ
ド
テ

ッ
ク
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
学
習
管
理
に
お
い
て
エ
ド
テ

ッ
ク
で
先
行
し
て
い
る
の
が
Ｌ
Ｍ
Ｓ
と

呼
ば
れ
る
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

Ｌ
Ｍ
Ｓ
は
、
学
習
者
の
進
捗
状
況
を

管
理
し
た
り
、
シ
ス
テ
ム
上
で
レ
ジ
ュ

メ
を
配
付
し
た
り
、
テ
ス
ト
・
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
な
っ
た
り
す
る
機
能
を
持
つ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、
対
面

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
し
に
く

く
な
っ
て
い
る
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、

学
習
者
の
習
得
度
や
進
捗
状
況
な
ど
の

情
報
を
共
有
で
き
る
た
め
、
教
育
計
画

の
設
計
や
進
捗
管
理
が
し
や
す
く
な
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

⑶
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
適
応

型
学
習
）
と
は
、
学
習
者
１
人
ひ
と
り

に
最
適
化
さ
れ
た
学
習
内
容
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

学
び
を
実
現
す
る
学
習
方
法
で
す
。

　

従
来
の
教
育
で
は
、
全
員
が
１
つ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
統
一
的
に
学
ぶ
の
が

一
般
的
で
し
た
が
、
学
習
者
の
習
得
度

や
弱
点
は
各
人
で
異
な
り
ま
す
。

　

学
習
者
の
習
得
度
に
応
じ
て
指
導
方

法
を
変
え
る
こ
と
は
従
来
の
教
育
方
法

で
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
教
育
提
供
者
の
経
験
と
感
覚
に
基
づ

く
も
の
で
し
た
。

　

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、

個
々
の
学
習
進
捗
や
テ
ス
ト
結
果
な
ど

を
蓄
積
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
学
習
者

の
習
得
・
理
解
の
程
度
を
可
視
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
各
人
の
習
得
・

理
解
の
程
度
に
合
わ
せ
た
学
習
内
容
を

自
動
で
抽
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
教

育
提
供
者
か
ら
一
方
的
に
提
供
さ
れ
る

統
一
的
な
学
習
か
ら
、
学
習
者
各
人
の

状
況
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ

た
教
育
を
実
現
で
き
る
す
ぐ
れ
た
手
法

と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
様
々
な
企
業
が
ア
ダ
プ
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
社
員
教
育
に
お
け
る
教

材
で
は
、「Core Learn

」「Cerego

」

「K
new

ton

」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

エ
ド
テ
ッ
ク
活
用
の

ポ
イ
ン
ト
と
事
例

　

前
述
の
と
お
り
、
エ
ド
テ
ッ
ク
は
公

教
育
の
現
場
に
留
ま
ら
ず
、
企
業
研

修
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、
個
人
の
学
び

も
含
め
て
活
用
の
幅
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
社
員
教
育
に
お
け
る

エ
ド
テ
ッ
ク
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

⑴�

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

活
用

　

ま
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
中
心
に

複
数
の
学
習
形
式
を
組
み
合
わ
せ
る
ブ

レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用
ポ

イ
ン
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

短
時
間
で
効
率
よ
く
知
識
を
定
着
さ

せ
た
い
場
合
は
、「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
×

　

知
識
の
習
得
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
行

な
い
、
ス
キ
ル
の
習
得
は
、
対
面
研
修

で
実
践
す
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
す
こ
と
で
、
高
い

教
育
効
果
が
見
込
め
ま
す
。

⑵
学
習
管
理

　

教
育
効
果
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
学
習
状
況
を
把
握
し
、
効
率
よ
く

管
理
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

図表１　 対面研修とエドテックを活用した教育のメリット・デメリット

エドテックの組合わせにより、デメリットをほかのツールが補完し、効率的かつ効果
的に教育設計をすることができる。

比較要素 対面研修 エドテックを活用した教育

オンライン研修：一度に多くの人数
に教育ができる

eラーニング：一度に多くの人数に教
育ができる

一度に多くの人数に
教育できない

eラーニング：いつでも受講可能決められた時間のみ
参加可能

eラーニング：自分のペースで学習で
きる

全体の進行に合わせ
る必要がある

オンライン研修：質問ができる
LMS：いつでも質問ができる

講師とのやり取りが
できる

オンライン研修：講師の経験談や実務
に沿った事例を蓄積できる

LMS：講師の経験談や実務に沿った
事例を蓄積できる

講師の経験談や実務
に沿った事例を蓄積
できる

オンライン研修：ゲーム形式で実践
的に学べる

ロールプレイングに
より実践的に学べる

オンライン研修：形成しにくい
LMS：SNSなどで形成しやすい形成しやすい

学習履歴や学習進捗が可視化される研修後フォローがな
いと見えにくい

eラーニング：内容調整は不可
オンライン研修・LMS：内容調整可

カスタマイズや反応
を見ての内容調整可

人数

知見の
体得度合い

時間の拘束

受講の進捗

双方向性

実践度合い

受講者間の交流

受講後の後追い

カスタマイズ
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記
憶
を
定
着
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
と
ま
っ
た
学
習
時

間
が
取
り
に
く
く
、
し
か
も
知
識
の
完

全
な
習
得
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
非

常
に
有
効
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
採
り
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
は
、
導
入

コ
ス
ト
や
人
件
費
が
か
か
る
と
い
っ
た

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
費
用
を
抑

え
て
活
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
と

学
習
管
理
の
機
能
を
持
っ
た
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
要
素
を

仕
組
み
と
し
て
採
り
入
れ
て
、
実
施
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

図
表
３
の
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
の
あ
と
で
確
認
テ
ス
ト
を
行
な
い
、

そ
の
結
果
を
分
析
し
た
う
え
で
、
事
後

学
習
や
次
の
研
修
に
向
け
た
事
前
学
習

（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
内
容
を
上
司
や

人
事
担
当
者
が
選
定
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
・
１

on
１
で
現
場
指
導
を
行
な
う
と
い
っ
た

サ
イ
ク
ル
を
回
す
方
法
で
す
。

　

エ
ド
テ
ッ
ク
を
実
現
す
る
シ
ス
テ

ム
・
ツ
ー
ル
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

自
社
の
教
育
目
的
・
ゴ
ー
ル
、
リ
ソ
ー

ス
、
予
算
に
合
っ
た
も
の
か
ら
選
定
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

に
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
場
合
で

あ
れ
ば
、
図
表
２
の
よ
う
な
「
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
×
対
面
研
修
×
現
場
指
導
」
を

行
な
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
事
前
学
習
で
基
本

知
識
を
身
に
着
け
、
対
面
研
修
で
理
解

度
を
確
認
し
、
さ
ら
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

対
面
研
修
」
の
組
合
せ
が
お
す
す
め
で

す
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
知
識
を
習
得
さ

せ
た
あ
と
、
対
面
研
修
で
知
識
を
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
流
れ
を
構
築
す
れ
ば
、

効
率
よ
く
知
識
の
定
着
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

身
に
着
け
た
知
識
や
ス
キ
ル
を
す
ぐ

の
事
後
学
習
と
現
場
指
導
を
行
な
う
こ

と
で
従
業
員
の
マ
イ
ン
ド
や
行
動
変
容

を
目
指
し
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
お
い
て
、
ブ
レ

ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
す
る

際
は
、
目
的
を
明
確
に
し
た
う
え
で
手

法
の
組
合
せ
を
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
高
い
教
育
効
果

を
発
揮
で
き
る
は
ず
で
す
。

⑵�

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
　

活
用
と
学
習
管
理
方
法

　

鉄
道
業
界
・
金
融
業
界
の
企
業
に
お

け
る
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
学

習
管
理
の
事
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

鉄
道
業
界
や
金
融
業
界
で
は
、
業
務

上
使
わ
れ
る
知
識
に
つ
い
て
完
全
な
習

得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
日

常
業
務
が
忙
し
い
従
業
員
が
、
多
岐
に

わ
た
る
知
識
を
習
得
す
る
の
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
採
り
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
、
従
業
員
各
人
の
習
熟
度
に
合
わ
せ

て
苦
手
分
野
を
克
服
す
る
た
め
の
課
題

を
中
心
に
、
短
時
間
で
効
率
の
よ
い
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
識
の
完
全
習
得
を
目
指
す

た
め
に
、
翌
日
、
１
週
間
後
、
１
か
月

後
な
ど
、
習
得
し
た
課
題
を
忘
れ
そ
う

に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
復
習
を
促
し
、

た
に
だ　
よ
し
ず
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図表３　アダプティブラーニングの要素を採り入れたLMSでの学習設計のイメージ
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事前学習で知識を先にインプットさせることで、研修当日は学習内容の復習から始め、理解度の確認をしたうえで実
践的な教育(グループワークやロールプレイング)により多くの時間を充てられます。そのため、効率的に教育効果
を高めることができます。研修終了後は事後学習で復習を行ない、現場での実践経験を通じて定着を促します。

図表２　ブレンディッドラーニングの実施イメージ
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